
Architectural Institute of Japan

NII-Electronic Library Service

Arohiteotural エnstitute 　 of 　 Japan

420 日本 建 築学 会 東海支部研究 報告書

第 48 号 　 　 　 2010 年 2 月

　　　　　　　　　　　　　ワ
ー

ク ス タイ ル 決定に及ぼす影響に 関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　 一三 重県庁舎を事例と して 一

　　　　Research　on 　Work−style　ChaiacteriSdcs　decide　of 　Cornmunication　Between　Prefecture　Employee’s

　　　　　　　　　　　　　
− Case　Study　ofMie 　Prefヒcture　Ofヨce　Building−

5．建築計画 一3．計画 基礎　　　　　　　　　　　　　　　正 会員　　 ○北澤　美奈　 KITAZAWA 　 Mie ＊ −

FM 　　　　　　　 庁舎施 設 　　　　　　　　　　　　　 同 　　　　 加藤　彰
一　　KArO 　Akikazu＊

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 　 　ワ
ー

ク ス タイ ル

1 ．AbStraCt

This　Study　focuses　on　public　facilities，　especially 　tlc　public
omce 　buildi皿 gs，　 Public　facilities　血 ould 　maintain 　social

values．　 In　 additioq 　 It　 is　 demanded　 a　 change 　 of　the

work ・style　of　the　staff　by　technical　progress　and 　social

n   ds．　The　contents 　of 血e　i皿vestigation 　are　the　influence

that　the　organiZation 　change 　of　the　10cal　government 　gives
it．　 I　put　in　order 　about血e　introduction　example 　of 　the

Faci且ity　Managemerit 　with　it．

2 ．研究の背景 ・目的

　近年 の 公共施設 を取 り巻く状況 は、膨大 な建築ス ト

ッ クを抱え、財政難などの 問題か ら、ス ク ラ ッ プ ・
ア

ン ド ・ビル ドを繰 り返すの は難 し い状況 にある。また

公 務員の果た す役割は変化 して お り、公 共 施設にお け

る フ ァ シ リテ ィ マ ネジ メ ン トの重要性が高くな っ て き

て い る とい える。本研究では、公共建築 の 中で も特に

庁舎建築 に着 目 し
、

ワー
クス タ イ ル の 判定 の 基準とな

る自主性 の 評価手法に つ い て検証 を行 うと共 に 、 既存

研 究
＊3，

で実施 された調査方法を用 い て 県庁職員の 行 動

実態を把握 し、既存研究と比較する こ とで 、今後の 庁

舎建築で の ワーク プ レース計画に 関する指針となる こ

とを 目的と し て い る。

3 ．研究方法

　 本研 究では、ワー
ク ス タイ ル の 判定 を行 うにあた り、

既 存研 究
嶋 圃

で の判定方法 につ い て検討、考察する。

　また、ワーク ス タイ ル フ ァ シ リテ ィ マ ネジ メン トに

よ る オ フ ィ ス 改革を行 っ て い る三重県庁にっ い て 取 り

上げる。表 3− 1に三 重県庁に つ い て の 概要 を示 す 。 平

成 21 年 3月 の 2 日間に、三重県本庁舎 の 管財室 ・法務

文書室 （図 3−D 、 建築開発 室 ・住宅室 （図 3−2）、執務

室 に 付随する業務支援 エ リア （ミーテ ィ ン グ ス ペ ース 、

共用 コ ピー
室）を対象 と し、それぞれの レ イ ア ウ トに

つ い て 詳細 な調査 を行 っ た の ち、既往研 究
＊3）

で 用 い ら

れて い る 4種類の マ ッ ピ ン グ調査、職員の ア ン ケ
ー

ト、

ヒア リン グを行 い 、ワー
ク ス タイ ル 特性 の 指針 とす る。

表 3−1 庁舎 の 概要

所在地 三 重県津市広明町 13

構造ノ階数 SRC 造／地上 8階 地 下 1階

建築／延床面積 22，768  ／23，128  
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4．既存研究に おけるワ
ー

クスタイル の評 価につ い て

　 4 − 1．既存研究に お ける ワーク ス タイル 特性

（1 ）　 田原市

　市町村合執に伴 う務室内 の 業務活動 の 混在に 関わ る

執務室内で の ワ
ー

クス タイ ル 特性を調 査す るため、愛

知県 田原市の 2 階執務室（総務課、文書課、防災対策室）

を調 査対象と し、既存研究
’3＞

で 用 い た 4 っ の マ ッ ピ ン

グ手法に よっ て 調査 した 。 総務課で は 庁 内 の 業務に限

らず庁外 へ も業務の幅を広 げ、防災対策室 も防災対策

や危機管理、啓発全般など、活動範囲 が 庁外に お よ ぶ

業務が含まれ て い るこ とか ら、ワ
ー

ク ス タイ ル 特性が

広 く分布 して お り、文書課 で は庁内で の 管理
・
調整業

務が 中心 で あ り、 周遊的業務に集中して い る
n ）

。

（2）　 浜松市

　市町村合併に伴 う市制変更に お ける資産管理 に 関わ

る執務ス ペ ー
ス にお ける職員 の 利用実態を把 握するた

め 、静岡県浜松市の本庁舎 5 階執務室 の
一

部 （企画課 、

行政経営課）を調査 対象と し
、 既存研究

’3｝
で 用 い た 4 つ

の マ ッ ピ ン グ手法によ っ て調査 した 。 行政経営課 、 行

政経営課 で は領域的業務、軸線的業務、周遊 的業務に

分類され 、 全体的に 、活動 目的の場所や会話 の 場所な

ど様 々 な場所に 移動 して業務を行 う姿等が多くみ られ、

周遊的業務へ の 分布 もみ られた
而 〕
。

　 4 − 2 ．ワー
ク ス タイ ル の評価方法

（1）　 ワーク ス タイル の分類

　 ワーク プ レ ー
ス の 分類は 、ダフ ィ

’fi）
の 相互 関係性 と

自主性 を軸に とっ た 4 っ の ワ
ー

クパ タ
ー

ン （図 4−7）、

JFMA’2〕の ワ
ー

クス タイ ル と ワ
ー

クプ レ
ー

ス の 関係 （図

4−8）、既往研 究
’T）

の ダフ ィ や JFMAの モ デ ル を組 み 合

わせ た ワ
ー

ク ス タイル 発展モ デ ル （図 4−9）が あ り、

既 存研究
’3

で は、観察記録 と各種マ ッ ピン グ調査 の 観

察結果か ら得られたデータを それぞれ 主要 な職員の 仕

事内容別に 4 っ の カテ ゴ リの達成度を比較す る こ とに

よ っ て 、個々 の 自主性 と関係 し た ワーク ス タイ ル の 形

式を、ワーク ス タイル 発 展 モ デル に 基 づ い た 4 つ の タ

イプに分類 して い る。

懸 工 E が 1証い

網彑擱罎駐力壌 い

廟潔陀が 画い

　 　 　 　 　 tREte，E”＋画im ，

図 4−7 ワ
ークパ ターン モ デ ル

牟5）

　　　　　　（ダ フ イ ．IY97 ）

（2）　 ワー
クパ フ オ

ー
マ ン ス の 分析

　ワーク タイ ル の 発展 モ デル （図 4−6） の 評価軸で あ

る 自主性 に つ い て 、 ワーク パ フ ォ
ーマ ン ス の 質的な面

を表 して お り、客観的に数値化する こ とが で きな い 。

そ の ため 、2 個以上の サ ン プル がそれ ぞれ の サ ン プル

の 相対的な関係 を決定す る とい っ た方法で 自主性 の レ

ベ ル を解釈 して い る
叫 囲 。自主性 の 判 定は、仕事内容、

仕事場所、動 き 、
コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の 4 つ の 項 目に

っ い て 示 した判定 リス ト
as）

（表 6− 1 ）に従 っ て 分類 し

て い る。各項 目は既往研究内で 議論 されて い る有力な

研究内容 に基づ い て い る
’6）。しか しなが ら、既存研究

で は 市役所職員を対象 として お り、本研究 の 県職員 と

は業務内容 、 組 織規模等が異な り 、 既存研 究 とは異な

る ワ
ー

ク パ フ ォ
ー

マ ン ス にな る こ とが考え られ 、検討

が必 要で あ る。

　 5 ，ワ
ー

ク ス タイル評価 に つ い て の分析

　　 5 − 1 ．分析 方法

　ワ
ー

ク ス タイ ル に つ い て 評価の 指針 となる職員の 自

主性に つ い て 、ワ
ー

ク ス タイ ル との 関係 を記 した既存

研究
審3） 禰 亊9

にお ける 自主性判定 リス ト 俵 4−1）の判

断項 目で の 判定手法に つ い て 、論文 中の 記述等か ら把

握 し、オープ ン プ ラン オ フ ィ ス に対す る文献
’fi）　’S）を調

査 し、自主性の 判定にお ける基準に つ い て整理する。

　　 5 − 2 ，分析結果

　 【L 　仕事内容】に つ い て は、浜 松
’5＞

で は、対象職

員の 仕事内容が特定 で きな い た め判定 は行 っ て い な か

っ た。
一

般 オ フ ィ ス
’3）

と 田原
哺

で は 対象職員 へ の ア ン

ケー トの 結果 と観察記録を基 に して 判定 して お り、個

人的業務 とグル ープ業務の 分類 につ い て は、活動継続

マ ッ ピ ン グ調査 を基に した活動人数で の 判断は で きる

も の の 、複数の 活動が重なっ た 場合は状況 によ っ て ワ

ー
クス タイル を判定 してお り、フ ォ

ー
マ ル

・
イ ン フ ォ

ー
マ ル の どの 系統に 属すの か 、どの よ うに して 組織的

決定過程 に 寄与す る業務な の か 、と い う点 に つ い て は

議論されて お らず、今後分析す る余地がある。
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　 【2．仕事場所】につ い て は活動継続 マ ッ ピン グ調

査 の 観察記録か ら在室率 を求 め 、ダフ ィ （1997 ）

等が提示 し て い る 「60％以下 の 在席率が フ リ
ー

ア ドレ

ス の導入条件で ある」 とい う条件か ら、在室率が 60％

以上 の 職員につ い て 、 自主性が弱 い と判断 して い るが 、

論的根拠が希薄で あ り 、 職員の 自主性 と在席率の 関係

に っ い て よ り照査 して い く必要が ある とい え る。

　 【3 ．動き】に つ い て は、行動マ ッ ピ ン グ調査 の 観

察結果を基に して 、移動回数、行動経路、自席か らの

移動に伴 う行動の割合によっ て判定 して い る 。 移 動 の

頻度につ い て数値的に評価して い る記述 はみ られ ず 、

目標達成の ため に他 の 職員との 接触、動 きの 指向性 、

目的の 達成にお け る行動経路等を ワーク ス タイ ル 特性

の タイプ に 当て はめ、総合的に判断 して い る。

　 【4 ．コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の モ ード】につ い て は 、

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン マ ッ ピ ン グ調査 の 観察結果を も と

に 、 ア クテ ィ ブ ・コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン とパ ッ シ ブ ・コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に分類 し、意思決 定 で の 自主性 の 高

低の傾向か ら判断 して い る。 し か しなが ら意思決定過

程 と個 々 の 業務内容 につ い て は調査 され て お らず、自

主性 の 判断は推測 の 域をで て い ない と考え られ る。

　 5 − 3 ．考察

　ワ
ー

クス タイ ル を決定づ ける要因 となる 自主性 の 判

定は、既往研究 の 文脈を個 々 の 活 動 と対照 させ て 判断

して い るこ とが分か っ た 、 活動や コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

の 差異を把握するため に は 、既往研 究の 文脈 の 理解の

みな らず、組織や職員の潜在的特質 と多様性 へ の ア プ

ロ
ー

チが必要で ある と考えられ る。

表 4−1　自主性判定 リス ト
 

鑞 、 謬蠶 1蠡 囎 蘿 鞭
｝　　　　　 汕　　　　　　　　　　 傑　　

 ’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 野翰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

・通 常の タス クか ら成る個人的な仕 事 〔D 精神集中を必 要としない ｛の 主として中核事業 サ ポートに関 連す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 」

艤翻 攤 縢 覇 鷙
畢

・、　 、

　 　 、　 離 　 　 　　 　 　 　 　 　蝋　 　 囎 　　
鳴蝿 ζ　 靆 ｝

　 　　 　　 　 　　 　　 　　 ● ／ ／ ／

・
中　 　　 　 に　

「
　 　　

1
常漿 ／ ● O 〆

・
組 　的な開発に関

’
　 る非通　　務 〆 ／ ○ ●

・
　　 　　 必 　と　

「
　　 　 か 　　 　 　　 え

・自王的な　思決 定を必 　と　る　事 ／ ／ ● ●
・人的な仕 事 ● ○ ● ○
・
グル

ー
プで の 仕事 ／ ● ／ ●冒 智 ．、、　 　　 　 　　 　　 ・　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　

撫 …
　　犬 韈

黙 ρ 驚 腎 ．鐵
ヒ

・60％ 「
上 オフィス で　事をしてい る ● ● o ／

・オ フ ス内の　々 の ワークスペ ー
ス で60％以上の 時間　事をしてい る ● ● ○ 〆

・60％以 上　々 の ワークス ペ ース の極め て近くに いる ● ● ○
・60°麁

　 　 々 の ワークス ベ ー
スか ら　れ てい る

・在 　　が 40％か ら60 ％の ／ o ○
・60％以上　内 にい る ● 0 ／ ／
畠60％ 以 上 部外 にい る 〆 ／ 〆 o
・　 内　　 　　　にい 〆 o
・　 的なワークス ベ ース の 利用 ● ● ／ ノ

・断 　的なワ
ー

クス ペ ース の 利用 ／ ／ ● ■
轜

、
　　轟　　　　 　　

u
　 　
 ”宀

 、　  
瑾　 　 ・ さ　　　　　　　　　鳶岬

　 　  t ｛
漁 蓑

・　 い 　 　 　 〔珍 しい
’

● ／ 0
・
高い 　動性 ｛　 な運 動 ／ o 〆 ●

・々 のワークスペ
ー

ス の 極 め て近 くで の 動き ● ○ 〆 ノ
・
　　 事内容 に　 、の ある動き Q ● ● ●
・
全　の 動　が　 　してい ノ
・
行き先を決 めた動 O 0 ● ●
・
本 　的 に 1つ の 目的の 動 き ／ ／ ● 0
・　 的に　目的な動 〆 ■ ノ 0

一　　 肭難 嚇 　 謙嬲 難　　　　 　 鮎 　　磯 　 齢
　　　 ・　 　 　　 　 　　 　 一　 ’…　 1　 ，1　 ，　 　　 　 匿　 翻

幽 蘿墜 ご
謬

1…毒
ザ

欝
．
藩　　　　　　粘轗

・6σ％以上、個 々 の ワークス ペ ー
スで の コミュニケ

ーショ ン 〔パ ッシブコミュニケ
ー

シ ョ ン 1 ● 0 ／ 〆

・60 ％ 以 上、個 々 の ワ ークス ペ ースか ら離れ たところ での コ ミュニ ケーション 〔アクティブ コ ミュニ ケ ーション 〉 〆 0 ■ ／

40％か ら60 ％の 間個 有 の ワ
ークスペ ー

ス で の コ ミニニ ケ
ー

シ ョ ン 〔ア クテ ィブ 、パ
ッシ ブ コミュニ ケ

ー
シ ョ ン ） ノ ／ ● ●

・アクティブ、パ ッ シブ コ ミュニ ケ ー
シ ョ ンな が ら，パ

ッシ ブの ほ とんどが 個 々 の ワ
ー

ク ス ペ ース か 、その 近 く 〆 ● ／ 〆

・アクテ ィブ ・パ ッシ ブ コ ミニニ ケ
ー

シ ョ ン なが ら、ア クテ ィ ブの ほ とん どが分散 的 ／ ノ ○ ●
’．

毛　　
唱

 ，　 象 hbくb
凡 例 ：● ＝強 く当て はまる　 　 0 　＝　

一
部 当 ては まる　 　 ／ 宣　当 ては まらな い

【FW こ個 別 作業　 　　 　　 　　 　 GPW ＝チ
ー

ム 作業

C5 　 二　集 中作　　　　　　　　　　 KW 　＝　ナ レ ッジ業務
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6 ．三重県庁舎における活動調査

　 6 − 1．コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

2 階執務室は島内で 窓側に位置す る室長や副室長の

自席周辺 で特に会話が多くなっ て い る。　 （図 6− 1）

4 階で は同 じ島内の 職員同士 の コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン

が多く発 生 して い る
一方で 、 自席以外 の 場所 で の 立っ

た状態 の 会話 も多く発 生 してお り、特 に室長、副室長

な どの 自席周辺 に職員が集ま っ て きて い る 。 （図 6−2）

来庁者や外部職員 との コ ミュ ニ ケーシ ョ ン は ミーテ

ィ ン グエ リア で の利用が見られ、執務室 内で の 交流は

あま り見 られ なか っ た。

　 6 − 2 ．移 動

　執務室内の 自席以外で の 会話が多い 職員は執務室を

循環する傾向がみられ 、 オープ ン プ ラ ン オ フ ィ ス の 利

点で あ る コ ラボ レ
ーシ ョ ン や共働を生み出すナ レ ッ ジ

ワーカ ー
の 存在にな り うる と考え られ る。

　 6 − 3 ．在室率一在席率

　法文室と建築開発 室は在室率一在席が 70％以 上で

あ っ た が
、 管財 室 と住宅室 はベ

ッ カ
ー

や ス テ ィ
ー

ル が

述べ て い る フ リ
ー

ア ドレ ス の導入条件で ある在室率一

在席率 の 基準で あ る 60％以 下 を 下 回 っ て い る ため、管

財室 と住宅室 は フ リーア ドレ ス の導入 を検討する必要

が ある。職員を活動時間別に み る と、全体的にデス ク

ワ
ー

ク と コ ン ピ ュ
ータ ワーク を行 う傾向 が あ る が、業

務の持続性に っ い て は職員によ っ て異なる。

7 ．ま とめ

　ワー
ク ス タイ ル 評価に っ い て の分析で は 、 自主性 の

判定基準 にっ い て整理 した 。 自主性 の 判断に つ い て 、

既往研究 の記述に よる業務特性か ら判断し て い るが、

職員の多様性を把握で きて い るわけで はな い 。 そ の
一

方 で 、調査対象庁舎の 地域性や職員間の 関係性 とい っ

た潜在的特性 と、客観的な判断に基 づ く指標 との適合

性 とい う問題 もあり、今後十分な議論が必 要で ある 。

　三重県庁舎の 活動調査で は、コ ミュ ニ ケーシ ョ ン の

発生場所が レ イ ア ウ トと室長 の 位置に関係 して い る こ

とが分か っ た e

　多様化するオ フ ィス 計画 に お い て 、ワーク ス ペ ース

の 構成要素と職員 の ワー
ク ス タイ ル の 相互 作用は今後

よ り重要 にな っ て い くと考え られ る。また 、ニ
ーズ に

適合するオ フ ィ ス 計画 をす るた めに 、 物理的環境設定

の 意思決定で の職員の参加 と活動が期待され る。
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